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【手続補正書】
【提出日】平成30年5月22日(2018.5.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動可能な焦点調節用のレンズと、
　前記レンズの位置を検出するために、位相のずれた正弦波状の２つの信号を出力する出
力部と、
　前記レンズの移動範囲を分割した範囲ごとに、２つの前記信号を補正する補正部と、
　前記補正部で補正された２つの前記信号に基づいて、前記レンズの位置を検出する検出
部と、を備えるレンズ装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のレンズ装置であって、
　前記補正部は、２つの前記信号の振幅およびオフセットの少なくとも１方を補正するレ
ンズ装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のレンズ装置であって、
　前記補正部は、補正係数を用いて２つの前記信号を補正するレンズ装置。
【請求項４】
　請求項３に記載のレンズ装置であって、
　前記補正部は、前記補正係数を更新するレンズ装置。
【請求項５】
　請求項３または４に記載のレンズ装置であって、
　前記補正部は、前記レンズの移動範囲を分割した範囲ごとに、前記補正係数を更新する
レンズ装置。
【請求項６】
　請求項３から５の何れか一項に記載のレンズ装置であって、
　前記補正部は、２つの前記信号それぞれの振幅の最大値および最小値に基づいて、前記
補正係数を更新するレンズ装置。
【請求項７】
　請求項１から６の何れか一項に記載のレンズ装置であって、
　前記レンズは、前記補正部が２つの前記信号を補正する間、所定の速度未満で移動する
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レンズ駆動装置。
【請求項８】
　請求項７に記載のレンズ装置であって、
　前記レンズは、前記補正部が２つの前記信号を補正すると、前記所定の速度以上で移動
するレンズ装置。
【請求項９】
　請求項１から８の何れか一項に記載のレンズ装置であって、
　前記レンズが配置される鏡筒内に温度センサを備え、
　前記補正部は、前記温度センサの出力が第１所定値以上であると、２つの前記信号を補
正するレンズ装置。
【請求項１０】
　請求項９に記載のレンズ装置であって、
　前記レンズが配置される鏡筒内に温度センサを備え、
　前記補正部は、前記温度センサの出力と、２つの前記信号を補正した後、前記温度セン
サの出力が第２所定値以上になると、２つの前記信号を補正するレンズ装置。
【請求項１１】
　請求項１から１０の何れか一項に記載されたレンズ装置を備える撮像装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明は、以下のような解決手段により、前記課題を解決する。すなわち、請求項１の
発明は、移動可能な焦点調節用のレンズと、前記レンズの位置を検出するために、位相の
ずれた正弦波状の２つの信号を出力する出力部と、前記レンズの移動範囲を分割した範囲
ごとに、２つの前記信号を補正する補正部と、前記補正部で補正された２つの前記信号に
基づいて、前記レンズの位置を検出する検出部と、を備えるレンズ装置である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　請求項２の発明は、請求項１に記載されたレンズ装置であって、前記補正部は、２つの
前記信号の振幅およびオフセットの少なくとも１方を補正するレンズ装置である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　請求項３の発明は、請求項１または２に記載されたレンズ装置であって、前記補正部は
、補正係数を用いて２つの前記信号を補正するレンズ装置である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
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　請求項４の発明は、請求項３に記載されたレンズ駆動装置であって、前記補正部は、前
記補正係数を更新するレンズ装置である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　請求項５の発明は、請求項３または４に記載されたレンズ装置であって、前記補正部は
、前記レンズの移動範囲を分割した範囲ごとに、前記補正係数を更新するレンズ装置であ
る。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　請求項６の発明は、請求項３から５の何れか一項に記載されたレンズ装置であって、前
記補正部は、２つの前記信号それぞれの振幅の最大値および最小値に基づいて、前記補正
係数を更新するレンズ装置である。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　請求項７の発明は、請求項１から６の何れか一項に記載されたレンズ装置であって、前
記レンズは、前記補正部が２つの前記信号を補正する間、所定の速度未満で移動するレン
ズ装置である。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　請求項８の発明は、請求項７に記載のレンズ装置であって、前記レンズは、前記補正部
が２つの前記信号を補正すると、前記所定の速度以上で移動するレンズ装置である。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　請求項９の発明は、請求項１から８の何れか一項に記載のレンズ装置であって、前記レ
ンズが配置される鏡筒内に温度センサを備え、前記補正部は、前記温度センサの出力が第
１所定値以上であると、２つの前記信号を補正するレンズ装置である。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１９】
　請求項１０の発明は、請求項９に記載のレンズ装置であって、前記レンズが配置される
鏡筒内に温度センサを備え、前記補正部は、前記温度センサの出力と、２つの前記信号を
補正した後、前記温度センサの出力が第２所定値以上になると、２つの前記信号を補正す
るレンズ装置である。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　請求項１１の発明は、請求項１から１０の何れか一項に記載されたレンズ装置を備える
撮像装置である。
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